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第１章 市営駐車場の現状と課題 

１ 市営駐車場整備の背景  

  本市の市営駐車場は、自動車利用者への駐車場不足の解消と、路上違法駐車等による交通混

雑及び交通事故防止のため、都心・副都心を中心に整備されてきました。 

  また、平成７年の駐車場整備地区の都市計画決定を受け、平成１０年に路外駐車場の需要と

供給を勘案した駐車場整備の推進に関する「北九州市駐車場整備計画」を策定しており、整備

地区内の駐車場としての役割も担っています。 

  会計については、平成元年度までは一般会計で運営していましたが、国の有料道路整備事業

の無利子貸付を受け、市庁舎敷地内で勝山公園地下駐車場を建設する事に伴い、経理を明確に

する必要が生じたため、平成２年４月に特別会計が設置されています。 

図－1 市営駐車場の配置状況（小倉地区） 
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図－2 市営駐車場の配置状況（八幡中央地区） 

図－3 市営駐車場の配置状況（黒崎地区） 
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２ 市営駐車場を取り巻く現状と課題  

  現在、本市の市営駐車場は天神島駐車場、中央町駐車場、室町駐車場、勝山公園地下駐車場、

黒崎駅西駐車場の５箇所がありますが、主に昭和４０年代から平成５年代に整備されており、

古いもので建設後5０年を経過した駐車場もあります。こうした駐車場では、既に老朽化が進

んでおり、近年中に大規模改修や更新（建替え）が必要な状況になってくることが予想されま

す。 

  市営駐車場全体としての利用状況については、平成１５年度をピークに年々減少していく傾

向にありましたが、黒崎駅西駐車場の収容台数を、併設するコムシティのリニューアルオープ

ン（平成２５年４月１日）に合わせて１６７台から６３７台へ増やしたことにより、料金収入

と利用台数ともに回復の兆しを見せています。 

  しかしながら、駐車場別の利用状況を見ると、黒崎駅西駐車場を除く４駐車場については、

減少傾向に歯止めがかかっていない状況です。その要因としては、市営駐車場周辺における路

外駐車場やコインパーキングなどの民間駐車場の増加、安価な料金設定、割引制度の充実など

による競争が考えられます。 

  運営に関しては、建設当初から業務委託を行ってきましたが、地方自治法の改正を受けて、

平成１８年４月より天神島駐車場、室町駐車場、勝山公園地下駐車場、中央町駐車場において

指定管理者制度を導入しており、その後、北九州市行財政改革推進計画に基づき、管理運営費

削減の観点から、平成２６年度より折尾駅前駐車場、黒崎駅西駐車場においても指定管理者制

度を導入（折尾駅前駐車場は平成２７年１１月１日に廃止）しています。 

  現在（平成２６～３０年度）は、天神島駐車場、室町駐車場、勝山公園地下駐車場の小倉地

区３駐車場と、中央町駐車場、黒崎駅西駐車場の八幡地区２駐車場に分けて指定管理者による

管理運営を行っています。 

  今後の運営にあたっては、一部の駐車場を除いて収入が減少する見込みである一方、今後大

規模な改修を含む維持管理費の増加が予想されることから、長期的な収支を見込んだ検討が必

要となります。 
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３ 民間を含む駐車場の利用状況  

  平成２６年度に実施した市内の駐車場利用実態調査では、市営駐車場がある小倉地区、八幡

中央地区、黒崎地区において、駐車場収容可能台数が実駐車台数を上回っており、需要と供給

のバランスは確保されていると考えられます。[表－2参照] 

  ■路外駐車場利用実態調査（平成２６年度実施） 

  【調査方法】 

    調査範囲 ：駐車場整備地区及び行政区中心部に位置する商業地域 

    対象駐車場：指定された調査対象範囲の時間貸し駐車場 

          ※機械式駐車場を除く。自走式との併用の場合は、自走式部分のみ対象と

する。月極・専用等との併用の場合は、時間貸し台数の割合が５割を超

える場合のみ対象とする。 

    調査日及び時間帯：平日 １日のピーク時（１３～１５時）２時間 

             休日 日曜のピーク時（１３～１５時）２時間 

表－１ 路外駐車場利用実態調査結果 

地区名 
収容可能台数（台） 実駐車台数（台） 利用率（％） 

平日 休日 平日 休日 平日 休日 

小  倉 
16,176 

(15,175) 

16,158 

(15,157) 
10,995 11,093 

68.0 

(72.5) 

68.7 

(73.2) 

八幡中央 
1,516 

(1,386) 

1,516 

(1,386) 
995 512 

65.6 

(71.8) 

33.8 

(36.9) 

黒  崎 
3,293 

(2,656) 

3,206 

(2,569) 
1,681 1,744 

51.0 

(63.3) 

54.4 

(67.9) 

        ※下段は市営駐車場を除いた値 

         小  倉：天神島３０４台、勝山５００台、室町１９７台 

         八幡中央：中央町１３０台 

         黒  崎：黒崎駅西６３７台 
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第２章 市営駐車場マネジメント方針 

１ 基本的な考え方 

  本市の市営駐車場マネジメントは、「民間にできることは民間に委ねる」考えに基づき、市営

である必要性を十分検討し、民営化（民間への売却）を図るとともに、引き続き市が管理する

必要がある駐車場では、安全かつ安定的に保有し続けることができる運営体制を確立していく

ことを目的とします。 

  そのため、全市営駐車場を対象に、施設の維持管理・運営方法の見直し、資産の有効活用等、

市営駐車場に関する将来的な財政負担を軽減するための取り組み（市営駐車場マネジメント）

を積極的に進めます。 

  市営駐車場マネジメントの推進にあたっては、本市のにぎわいづくりや活性化にも留意しな

がら、現在及び将来のニーズ等を見据え、市営駐車場を効果的に活用してもらうための取り組

みを進めます。 

２ 取り組みの視点 

  上記の基本的な考え方に基づき、全市営駐車場を対象に、以下の視点により、市営駐車場マ

ネジメントに取り組みます。 

（１）維持管理・運営方法等の見直し 

  建設から長期間が経過し、整備当初の使命が薄れた駐車場については、廃止を検討し、民間

での運営が可能な駐車場については、積極的に民営化を進めます。 

  また、維持管理・運営方法については、民間活力の導入等により、一層の効率化に取り組み

ます。 

（２）資産の有効活用 

  市が管理する必要がある駐車場では、長期間良好な状態で利用できるよう、計画的な予防保

全の仕組みを導入するなど、長寿命化に取り組みます。 

  また、市営駐車場の廃止等によって生じた余剰地については、民間への売却や賃貸を積極的

に進めるなど、効果的かつ効率的な資産活用に取り組みます。 

３ 取り組み期間

  本市での市営駐車場マネジメントの取り組みについては、保有するほとんどの駐車場が平成

４０年度（2028年度）までに大規模改修を要することから、平成３０年度（2018年度）から

平成３９年度（2027年度）までの１０年間を計画期間として、マネジメントに取り組むことと

します。
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第３章 計画策定にあたっての基本方針 

１ 計画策定にあたっての基本方針 

（１）駐車場機能の集約と利用の効率化 

 ・ 整備当初の使命が薄れた駐車場や、今後収益が見込めないと予想される駐車場、他の民間

駐車場への振替えが可能な駐車場は廃止します。 

 ・ 今後も市が管理する必要のある駐車場については、これまでのサービス水準を極力低下さ

せずに、安定的な維持を目指します。 

  今後の市営駐車場のあり方として、厳しい財政状況を踏まえ、これまで以上に効率の良い管

理運営が求められます。 

  このため、社会情勢の変化等により、整備当初の使命が薄れたと考えられる駐車場や、今後

維持費が料金収入を上回り収益が見込めないと予想される駐車場、周辺の民間駐車場による利

用の振替えが可能な駐車場など、必要性が低くなった駐車場については、積極的に廃止してい

きます。 

  また、公共施設の付帯駐車場など、今後も市が維持管理していく必要のある駐車場について

は、これまでのサービス水準を極力低下させずに、市民が安全でかつ安心して利用できるよう、

安定的な維持を目指します。 

（２）民間ノウハウの活用 

 ・ 施設の管理・運営については、指定管理者制度の一部料金制を導入するなど、積極的に民

営化を進めます。 

 ・ 今後廃止を行う駐車場については、市が資産として保有せずに、可能なものは民間への売

却を検討、または民間ノウハウを活用した新たなサービスの提供を検討します。 

  現在、市営駐車場の維持管理・運営については、全駐車場で指定管理者制度を導入しており、

これまでも効率化を図ってきたところですが、公債償還に必要な一定の料金収入確保のため、

指定管理者制度は非利用料金制※1を採用しています。償還の終了（平成３５年度完了予定）後

は、利用料金制※2の導入や駐車場料金の単価設定など、周辺の民間駐車場料金を勘案しながら、

弾力的な料金体系の検討に取り組みます。 

  廃止する駐車場については、可能なものから民間への売却を検討していきます。 

※1非利用料金制とは、指定管理者が管理を行うために必要な経費は、北九州市からの支出金（指定管理料）

で賄う方法です。

※2利用料金制とは、指定管理者が管理を行うために必要な経費の全てを、駐車場の利用料金収入で賄う方

法です。
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（３）施設の長寿命化と毎年度費用の平準化 

 ・ 今後も継続して維持する駐車場は、長寿命化によるライフサイクルコストの縮減に取り組

み、支出の平準化を図ります。 

  計画的に維持改修を行う予防保全によって、建物の長寿命化に取り組み、施設を長期に渡り

維持することで、ライフサイクルコストの縮減を図ります。 

  更新時期が集中する期間については、前倒しや更なる長寿命化により、更新費用の平準化を

図り、今後増大する財政負担のピークを抑えます。 

（４）利用料金の見直し 

 ・ 今後も継続して維持する駐車場については、利用料金の見直しや料金制度の見直しを検討

します。 

  利用料金については、付帯施設の公共関与の必要性の程度や収益性の程度なども勘案しなが

ら、統一的な視点から見直しを行います。 

  また、定期利用など、現行の料金制度の見直しの他、新たな料金制度の導入などについて検

討を行います。 

（５）まちづくりの視点からの資産の有効活用  

 ・ 駐車場の廃止などにより生じた剰余資産は、まちづくりの視点を取り入れながら民間売却

を基本としつつ、積極的な利活用を図ります。 

  マネジメントの結果、廃止した駐車場の建物や土地については、剰余資産として一元的に管

理し、都市の再構築に資するような施設のリノベーションや跡地利用を計画します。 

  こうした剰余資産は、計画に基づいた適切な条件を付すなど、民間売却を基本として積極的

に利活用を図り、まちの活性化や魅力あるまちづくりに取り組みます。 
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第４章 駐車場別実行計画

駐車場別実行計画は、利用状況や改修・保全計画、課題を踏まえて、今後の施設のあり方・方

向性をまとめています。
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